
賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

反
政
党
、
無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

反
政
党
、
無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
反
政
党
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

反
政
党
、
無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

反
政
党
、
無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

共
産
、
新
保
守
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

反
政
党
、
無
党
派

賛
成＝

自
民
、
区
民
連
、
公
明
、
政
策
、

反
政
党
、
虹
、
無
所
属

反
対＝

共
産
、
無
党
派

議
決
内
容

議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
の
臨
時
会
に
は
、
区
長

か
ら
５
件
の
案
件
が
、
議
員
か
ら
１
件

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い

議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

２
件

○
船
橋
小
学
校
改
築
工
事
（
２
期
）

賛
成
多
数

契
約
金
額＝

四
億
九
五
六
〇
万
円

工
事
概
要＝

体
育
館
棟

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
造
）
地
上

２
階
建
（
体
育
館
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、

陶
芸
室
な
ど
）

○
塚
戸
小
学
校
増
築
工
事（
全
員
賛
成
）

契
約
金
額＝
二
億
七
〇
九
〇
万
円

工
事
概
要＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
３
階
建
（
普
通
教
室
６
、
給
食

調
理
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
）

●
専
決
処
分
の
承
認

１
件

（
全
員
賛
成
）

○
損
害
賠
償
額
の
決
定

区
立
保
育
園
の
園
外
保
育
中
に
発
生

し
た
園
児
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、

損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し
た
。

●
監
査
委
員（
議
員
選
出
）選
任
の
同
意

２
件

賛
成
多
数

い
し
づ
か

い
っ
し
ん

石
塚

一
信
（
自
民
）

も
ろ
ほ
し

よ
う
い
ち

諸
星

養
一
（
公
明
）

●
議
員
提
出
議
案

１
件

賛
成
多
数

ら

○
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

内
容
は
下
記
の
と
お
り

●
議
長
の
辞
職
の
許
可

賛
成
多
数

●
議
長
の
選
挙

す
が
ぬ
ま

当
選

菅
沼

つ
と
む

４７
票

し
も
じ
ょ
う

た
だ

お

下
条

忠
雄

３
票

無
効
票

１
票

●
副
議
長
の
辞
職
の
許
可

賛
成
多
数

●
副
議
長
の
選
挙

い
わ
も
と

す
み
ま
さ

当
選

岩
本

�
昌

４８
票

き
の
し
た

や
す
ゆ
き

木
下

泰
之

３
票

●
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
の
選
任
、
特
別
委
員
会
の
設
置

と
委
員
の
選
任
（
全
員
賛
成
）

―
４
ペ
ー
ジ
の
構
成
表
の
と
お
り
―

請

願

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

の
審
議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

◆
趣
旨
採
択
し
た
も
の

１
件

ら

○
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願

賛
成
多
数

◆
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

１
件

※
本
件
は
、
第
１
回
定
例
会
で
審
議
が

終
わ
っ
た
も
の
で
、
前
号
に
掲
載
す

べ
き
も
の
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
、

今
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
区
が
現
在
進
め
て
い
る
「
梅
ケ
丘
駅

周
辺
整
備
計
画
」
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
陳
情

賛
成
多
数

賛
否
は
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
対

す
る
も
の
。

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
都
市
整
備
委
員
会
に
付
託

３
件

○
成
城
学
園
駅
南
口
バ
ス
停
の
移
動
と

横
断
歩
道
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

○
奥
沢
２
丁
目
の
大
ケ
ヤ
キ
の
保
全
に

関
す
る
請
願

○
「
森
厳
寺
富
士
塚
」
の
保
存
に
関
す

る
陳
情

意

見

書

区
議
会
は
、
次
の
意
見
書
を
関
係
機

関
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。

ら

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

ら

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に

つ
い
て
、
第
３
回
日
朝
実
務
者
協
議
が

昨
年
１１
月
９
日
か
ら
平
壌
で
開
催
さ
れ
、

こ
の
協
議
で
北
朝
鮮
は
、
横
田
め
ぐ
み

さ
ん
の
も
の
だ
と
い
う
遺
骨
な
ど
、
多
ら

数
の
資
料
や
物
証
を
提
示
し
た
。
拉
致

被
害
者
家
族
を
は
じ
め
、
日
本
国
民
は

事
件
の
解
明
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
が
、
遺
骨
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
、
全
く
別
人
の
も
の

と
判
明
し
た
。
政
府
間
の
公
式
協
議
で

虚
偽
の
資
料
を
提
出
す
る
と
い
う
北
朝

ら

鮮
の
行
為
は
、
拉
致
被
害
者
家
族
の
願

い
を
踏
み
に
じ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日

ろ
う

本
政
府
及
び
日
本
国
民
を
愚
弄
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
の
２
月
１０
日
に
は
、
北

朝
鮮
外
務
省
は
は
じ
め
て
公
式
に
「
核

兵
器
保
有
宣
言
」
を
行
い
、
あ
わ
せ
て

北
朝
鮮
の
核
問
題
を
協
議
す
る
「
６
カ

国
協
議
へ
の
参
加
を
無
期
限
中
断
す

る
」
こ
と
を
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
対
応
は
、
平

成
１４
年
の
「
日
朝
平
壌
宣
言
」
に
う
た

わ
れ
た
「
日
朝
間
に
存
在
す
る
諸
問
題

に
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
」
態
度
とら

は
到
底
言
え
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
拉

致
問
題
の
解
決
は
期
待
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。

よ
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
北
朝
鮮
と
対
話
も

含
め
粘
り
強
く
交
渉
す
る
と
と
も
に
、

食
糧
支
援
の
凍
結
、
特
定
船
舶
の
入
港

禁
止
、
経
済
制
裁
の
発
動
な
ど
、
交
渉

き

に
際
し
て
は
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す

ら

こ
と
に
よ
っ
て
、
拉
致
問
題
の
全
容
を

速
や
か
に
解
明
し
、
早
期
解
決
を
図
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定

に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
１７
年
５
月
１６
日

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
総
務

・
外
務
・
財
務
・
経
済
産
業
・
国
土
交

通
大
臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

あ
て
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第1回
臨時会船橋小学校改築工事（2期）請負契約などを可決

馬事公苑（日本庭園）

議長・副議長の就任あいさつ

議

長

５８
歳

自
由
民
主
党

副
議
長

６１
歳

公

明

党

す
が

ぬ
ま

菅
沼
つ
と
む

い
わ

も
と

す
み

ま
さ

岩
本

�
昌

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
臨
時
会
で
議
長
、

副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
の
要
職

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
責
務
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
が
著
し
く
変
化
す
る
中
で
、

従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
施
策
の
充
実
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
は
、
こ
の
４
月

に
新
た
な
基
本
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。区

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
区
民
の
皆

様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
、

区
政
の
課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。
魅
力

あ
ふ
れ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

４
ペ
ー
ジ
へ
続
く

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
あ

い
さ
つ
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。



こ
の
年
か
ら
の
区
議
会
だ
よ
り
に

は
、
読
者
を
引
き
つ
け
る
工
夫
と
し

て
「
世
田
谷
の
民
話
と
伝
説
」
を
掲

載
し
て
い
ま
し
た
。
続
編
も
含
め
断

続
的
に
平
成
３
年
ま
で
続
け
ら
れ
、

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
区
民
も
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、「
あ
の
頃
こ
の
頃
」
と
題

し
て
区
内
で
撮
影
さ
れ
た
過
去
の
写

真
を
掲
載
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。 異異常常渇渇水水でで給給水水車車出出動動（（昭昭和和３３９９年年））

世
の
中
の
動
き
や
議
会
で
の
出
来
事

（
☆
印
が
区
に
関
係
深
い
出
来
事
で
す
。）

昭
和
２２
年
〈
一
九
四
七
〉

○
第
１
回
統
一
地
方
選
挙

☆
世
田
谷
区
議
会
第
一
期
発
足

昭
和
３９
年
〈
一
九
六
四
〉

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

☆
せ
た
が
や
区
議
会
だ
よ
り
創
刊

☆
都
立
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
完
成

昭
和
４０
年
〈
一
九
六
五
〉

○
朝
永
振
一
郎
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

☆
区
の
人
口
が
７０
万
人
を
超
す

昭
和
４１
年
〈
一
九
六
六
〉

○
総
人
口
１
億
人
突
破

○
初
の
敬
老
の
日
、
１００
歳
以
上
は
２５２
人

☆
議
員
定
数
条
例
を
改
正
（
４５
人
↓
５５
人
）

☆
砧
ゴ
ル
フ
場
跡
を
都
立
砧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
と
し
て
一
般
開
放

☆
区
立
総
合
運
動
場
落
成

昭
和
４２
年
〈
一
九
六
七
〉

☆
河
口
湖
林
間
学
園
落
成

☆
玉
川
支
所
庁
舎
・
区
民
会
館
落
成

昭
和
４３
年
〈
一
九
六
八
〉

○
川
端
康
成
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

☆
区
の
鳥
・
花
・
樹
を
公
募
し
オ
ナ
ガ
・
サ
ギ

ソ
ウ
・
ケ
ヤ
キ
に
決
定

☆
ボ
ロ
市
で
代
官
見
回
り
行
列
再
現

昭
和
４４
年
〈
一
九
六
九
〉

○
ア
ポ
ロ
１１
号
月
面
に
初
着
陸

○
千
葉
県
松
戸
市
で
す
ぐ
や
る
課
発
足

☆
玉
川
・
砧
線
廃
止
、
６０
年
の
歴
史
を
閉
じ
る

☆
区
議
会
、
特
別
区
の
自
治
権
拡
充
を
国
の
地

方
制
度
調
査
会
に
要
請

☆
区
役
所
第
２
庁
舎
が
落
成
し
区
議
会
は
４
・

５
階
に
移
転

昭
和
４５
年
〈
一
九
七
〇
〉

○
大
阪
で
万
国
博
覧
会
開
催

☆
カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

昭
和
４６
年
〈
一
九
七
一
〉

☆
砧
支
所
庁
舎
・
区
民
会
館
落
成

昭
和
４７
年
〈
一
九
七
二
〉

○
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

世
田
谷
区
議
会
第
一
期
発
足
当
時

の
人
口
は
３５
万
６
千
人
余
り
で
、
区

議
会
の
議
員
定
数
は
４５
人
で
し
た
。

そ
の
後
、
人
口
が
倍
以
上
に
増
え
て

区
民
が
行
政
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
も
多
様
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
昭

和
４２
年
執
行
の
選
挙
か
ら
は
定
数
を

５５
人
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
情
勢
や
区
民
の
声
な

ど
を
勘
案
し
、
平
成
１５
年
執
行
の
選

挙
か
ら
は
定
数
を
５２
人
と
し
て
い
ま

す
。区

議
会
だ
よ
り
第
１
号
の
発
行
は
、

区
議
会
第
一
期
発
足
か
ら
遅
れ
る
こ

と
１７
年
、
昭
和
３９
年
１１
月
で
し
た
。

世
田
谷
区
で
は
平
成
１５
年
に
す
ぐ

や
る
課
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
元
祖

の
松
戸
市
に
は
現
在
も
同
課
が
あ
る

そ
う
で
す
。

東東京京オオリリンンピピッックク開開催催（（昭昭和和３３９９年年））大大阪阪万万博博開開催催（（昭昭和和４４５５年年））

節目の号の
タイトルロゴ

創刊号
（昭和３９年）

５０号
（昭和５０年）

１００号
（昭和６０年）

昭
和
５９
年
〈
一
九
八
四
〉

☆
自
転
車
等
放
置
防
止
条
例
を
可
決

☆
世
田
谷
電
話
局
ケ
ー
ブ
ル
火
災
発
生

昭
和
６０
年
〈
一
九
八
五
〉

○
科
学
技
術
博
覧
会
が
茨
城
県
筑
波
で
開
催

○
厚
生
省
、
初
の
エ
イ
ズ
患
者
を
認
定

☆
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
市
ド
ゥ
ブ
リ
ン

グ
区
と
姉
妹
都
市
提
携

☆
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
を
採
択

☆
テ
レ
ビ
広
報「
風
は
世
田
谷
」放
映
開
始
（
↓

平
成
１２
）

昭
和
６１
年
〈
一
九
八
六
〉

○
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
る

☆
世
田
谷
美
術
館
開
館

☆
区
民
健
康
村
開
設

☆
世
田
谷
「
市
」
実
現
を
め
ざ
す
区
民
の
会
発

足
（
↓
平
成
１２
）

昭
和
６２
年
〈
一
九
八
七
〉

○
利
根
川
進
氏
、ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞

昭
和
６３
年
〈
一
九
八
八
〉

○
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
１
億
円
の
交
付
が
決
定

☆
情
報
公
開
条
例
を
可
決

平
成
元
年
〈
一
九
八
九
〉

○
初
の
大
型
間
接
税
、
３
％
の
消
費
税
を
実
施

☆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

☆
第
２
・
第
４
土
曜
日
閉
庁
ス
タ
ー
ト

平
成
２
年
〈
一
九
九
〇
〉

○
東
独
が
西
独
に
編
入
さ
れ
、統
一
ド
イ
ツ
が
誕
生

○
花
と
緑
の
博
覧
会
が
大
阪
で
開
催

☆
都
営
住
宅
の
区
へ
の
移
管
が
開
始
さ
れ
る

☆
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
落
成

平
成
３
年
〈
一
九
九
一
〉

☆
烏
山
支
所
落
成

☆
地
域
行
政
制
度
ス
タ
ー
ト

平
成
４
年
〈
一
九
九
二
〉

○
国
公
立
小
中
学
校
な
ど
で
学
校
週
５
日
制
開
始

☆
世
田
谷
総
合
支
所
庁
舎
落
成

☆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
ン
バ
リ
ー
市
と
姉
妹

都
市
提
携

☆
区
の
面
積
が
大
田
区
に
抜
か
れ
２３
区
第
２
位
に

平
成
５
年
〈
一
九
九
三
〉

○
平
成
生
ま
れ
の
人
口
が
明
治
生
ま
れ
を
上
回

っ
た
と
総
務
庁
発
表

平
成
６
年
〈
一
九
九
四
〉

○
円
相
場
初
の
１００
円
突
破
、１
ド
ル＝

９９
円
８５
銭

○
大
江
健
三
郎
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

☆
新
た
な
基
本
構
想
を
可
決

平
成
７
年
〈
一
九
九
五
〉

○
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

○
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

☆
福
祉
の
い
え
・
ま
ち
推
進
条
例
を
可
決

自家用車保有台数の推移 放置自転車・原付バイクの撤去台数等の推移

昭
和
６１
年
の
区
民
意
識
調
査
で
は
、

地
域
で
の
困
り
ご
と
の
選
択
肢
と
し

て
放
置
自
転
車
が
登
場
し
ま
し
た
。

２０
年
も
た
つ
の
に
い
ま
だ
に
困
り

ご
と
の
上
位
で
す
。
今
日
か
ら
自
転

車
の
放
置
を
や
め
ま
し
ょ
う
！

２５ ８小型車
普通車

万台 万台
７ 処

分
撤
去

２０
６

１５ ５

４
１０

３

２５
１

０ ０平
成
１６

平
成
１１

平
成
６

平
成
元

昭
和
５９

昭
和
５４

昭
和
４９

昭
和
４４

昭
和
３９

平
成
１６

平
成
１４

平
成
１２

平
成
１０

平
成
８

平
成
６

平
成
４

平
成
２

昭
和
６３

昭
和
６１

昭
和
５９小小学学校校ででのの給給食食風風景景（（昭昭和和４４９９年年）） 年

度年
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今
で
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
個

人
情
報
が
電
算
機
に
記
録
さ
れ
る
こ

と
で
、
区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
条
例
を

定
め
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。

何
も
な
い
小
高
い
場
所
に
最
初
の

１
本
が
植
え
ら
れ
て
か
ら
１０
年
。

第
１
回
目
の
梅
ま
つ
り
か
ら
は
２０

年
以
上
が
た
ち
、
今
で
は
区
内
外
か

ら
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

ボボロロ市市でで代代官官行行列列がが復復活活（（昭昭和和４４３３年年））羽羽根根木木公公園園でで行行わわれれたた議議員員就就任任記記念念のの梅梅のの植植樹樹（（昭昭和和４４２２年年））

○
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ク
開
催

☆
自
治
権
を
広
げ
る
世
田
谷
区
民
の
会
結
成
大

会
開
催
（
↓
昭
和
５１
）

☆
環
境
部
が
新
設
さ
れ
る

昭
和
４８
年
〈
一
九
七
三
〉

○
円
の
「
変
動
相
場
制
移
行
」
を
実
施

○
江
崎
玲
於
奈
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

☆
せ
た
が
や
区
議
会
の
は
な
し
発
刊

昭
和
４９
年
〈
一
九
七
四
〉

○
「
生
き
が
い
は
仕
事
」
が
６
割
と
余
暇
開
発

セ
ン
タ
ー
が
発
表

○
豪
雨
に
よ
る
ダ
ム
放
水
で
多
摩
川
決
壊

○
佐
藤
栄
作
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

☆
区
長
公
選
、
事
務
事
業
・
人
事
権
移
管
な
ど

の
地
方
自
治
法
改
正
案
が
成
立

昭
和
５０
年
〈
一
九
七
五
〉

○
電
話
加
入
数
３０００
万
台
突
破
。
世
界
第
２
位

☆
保
健
所
事
務
な
ど
都
か
ら
の
事
務
移
管
に
関

す
る
条
例
を
審
査
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

☆
２３
年
ぶ
り
の
区
長
選
挙

☆
区
議
会
だ
よ
り
第
５０
号
発
刊
記
念
区
民
座
談

会
開
催

☆
財
政
危
機
の
た
め
当
初
予
算
を
減
額
補
正

昭
和
５１
年
〈
一
九
七
六
〉

○
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
８
％
を
超
え
る
と
総

理
府
が
発
表

☆
２３
区
初
の
電
算
機
運
営
条
例
を
可
決

昭
和
５２
年
〈
一
九
七
七
〉

☆
ボ
ロ
市
４００
周
年
記
念
行
事

☆
老
人
大
学
第
１
回
入
学
式

昭
和
５３
年
〈
一
九
七
八
〉

○
新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
空
港
）
開
港

☆
世
田
谷
区
基
本
構
想
を
可
決

☆
羽
根
木
公
園
で
梅
ま
つ
り
が
初
め
て
開
催

☆
第
１
回
世
田
谷
区
民
ま
つ
り
開
催

昭
和
５４
年
〈
一
九
七
九
〉

☆
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
が
開
館

昭
和
５５
年
〈
一
九
八
〇
〉

○
国
民
生
活
調
査
に
よ
る
と
生
活
程
度「
中
流
」

が
８９
％

☆
本
会
議
の
模
様
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
映
開
始

昭
和
５６
年
〈
一
九
八
一
〉

○
円
相
場
、
初
め
て
１
ド
ル＝

２００
円
を
割
る

○
福
井
謙
一
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

☆
区
民
健
康
村
等
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置

（
↓
昭
和
６１
）

昭
和
５７
年
〈
一
九
八
二
〉

☆
街
づ
く
り
条
例
を
可
決

☆
区
制
５０
周
年
記
念
式
典
開
催

昭
和
５８
年
〈
一
九
八
三
〉

☆
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
発
足

区の一般会計当初予算額の推移

特
別
委
員
会
は
特
定
の
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
た
め
に
設
置
さ
れ
ま

す
。
区
民
健
康
村
と
美
術
館
が
開
設

さ
れ
、
使
命
を
終
え
ま
し
た
。

平
成
１３
年
に
は
オ
ウ
ム
真
理
教
問

題
に
か
か
わ
る
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
教
団
の
存
在
に
よ
る

不
安
が
解
消
さ
れ
て
、
委
員
会
が
な

く
な
る
日
が
待
た
れ
ま
す
。

区
は
、
今
後
１０
年
間
の
区
政
運
営
の
指
針
と
し
て
平

成
１７
年
４
月
に
新
た
な
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。
子

ど
も
計
画
や
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
い
く
つ
か
の
計
画

も
定
め
て
、
目
標
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２，５００
億円

２，０００

１，５００

１，０００

５００

０
平
成
１７

平
成
１２

平
成
７

平
成
２

昭
和
６０

昭
和
５５

昭
和
５０

昭
和
４５

昭
和
３９玉玉電電廃廃止止（（昭昭和和４４４４年年）） 年

度

１５０号
（平成７年）

２００号
（平成１７年）

☆
福
祉
の
い
え
・
ま
ち
推
進
条
例
を
可
決

平
成
８
年
〈
一
九
九
六
〉

○
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
初
の
総
選
挙

○
２３
区
の
事
業
系
ご
み
収
集
が
全
面
有
料
化

☆
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
落
成

平
成
９
年
〈
一
九
九
七
〉

○
消
費
税
率
が
５
％
に

○
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
開
催

☆
５
つ
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
１
つ
の
保
健

所
の
体
制
が
発
足

☆
公
共
施
設
利
用
案
内
シ
ス
テ
ム
け
や
き
ネ
ッ

ト
が
運
用
開
始

☆
ポ
イ
捨
て
防
止
等
に
関
す
る
条
例
を
可
決

平
成
１０
年
〈
一
九
九
八
〉

○
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

☆
三
軒
茶
屋
中
央
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
開
設

☆
エ
フ
エ
ム
世
田
谷
が
開
局

平
成
１１
年
〈
一
九
九
九
〉

○
Ｅ
Ｕ
、
単
一
通
価
「
ユ
ー
ロ
」
導
入

☆
議
会
運
営
委
員
会
に
議
会
広
報
小
委
員
会
を
設
置

☆
産
業
振
興
基
本
条
例
を
可
決

平
成
１２
年
〈
二
〇
〇
〇
〉

○
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

○
白
川
英
樹
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

☆
特
別
区
制
度
改
革
実
現

☆
清
掃
事
業
特
別
区
へ
移
管

☆
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

平
成
１３
年
〈
二
〇
〇
一
〉

○
米
中
枢
同
時
テ
ロ
発
生

○
野
依
良
治
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

☆
オ
ウ
ム
問
題
・
放
置
自
転
車
対
策
等
特
別
委

員
会
を
設
置

☆
エ
フ
エ
ム
世
田
谷
で
区
議
会
録
音
中
継
開
始

☆
区
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を
取
得

平
成
１４
年
〈
二
〇
〇
二
〉

○
日
韓
共
催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開
幕

○
小
柴
昌
俊
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

○
田
中
耕
一
氏
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

☆
議
員
定
数
条
例
を
改
正
（
５５
人
↓
５２
人
）

平
成
１５
年
〈
二
〇
〇
三
〉

○
個
人
情
報
関
連
５
法
が
成
立

☆
移
送
サ
ー
ビ
ス
特
区
の
認
定
を
受
け
る

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
議
会
中
継
を
開
始

☆
人
と
動
物
と
の
共
生
条
例
を
可
決

平
成
１６
年
〈
二
〇
〇
四
〉

○
新
潟
県
中
越
地
方
で
大
規
模
地
震
発
生

○
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
巨
大
地
震
発
生

☆
日
本
語
教
育
特
区
の
認
定
を
受
け
る

平
成
１７
年
〈
二
〇
〇
五
〉

○
愛
知
で
万
国
博
覧
会
開
催

が
い

☆
国
分
寺
崖
線
保
全
整
備
条
例
を
可
決

Ｉ
Ｔ
が
普
及
す
る
中
で
、
議
会
広

報
に
つ
い
て
も
紙
面
一
辺
倒
で
は
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
よ
っ
て
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会

で
の
審
議
の
様
子
を
中
継
す
る
な
ど
、

大
分
さ
ま
変
わ
り
し
ま
し
た
。

区
議
会
だ
よ
り
が
４
色
刷
り
（
カ

ラ
ー
）
だ
っ
た
の
は
、
平
成
に
な
っ

て
か
ら
十
数
年
。
経
費
節
減
を
目
的

に
平
成
１３
年
か
ら
は
２
色
刷
り
に
戻

り
ま
し
た
。

平
成
１５
年
の
６
月
発
行
分
か
ら
区

議
会
だ
よ
り
の
文
字
を
大
き
く
し
ま

し
た
。
一
部
の
新
聞
の
活
字
が
大
き

く
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

世
田
谷
区
議
会
は
、
議
会
の
様
子

を
伝
え
る
方
法
を
工
夫
し
続
け
て
い

ま
す
。

昭
和
２２
〜
世
田
谷
区
議
会
会
議
録

昭
和
３９
〜
区
議
会
だ
よ
り

昭
和
６０
〜
声
の
区
議
会
だ
よ
り

平
成
１２
〜
Ｈ
Ｐ
に
会
議
録
掲
載

平
成
１３
〜
エ
フ
エ
ム
で
録
音
中
継

平
成
１５
〜
Ｈ
Ｐ
で
議
会
中
継

こ
れ
か
ら
も
、
区
議
会
の
活
動
が

区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
親
し
み
や
す

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
議
会
広
報
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

旧旧議議場場ででのの定定例例会会のの様様子子（（昭昭和和４４４４年年））
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会
派
等
の
略
称

自
民＝

自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団

区
民
連＝

民
主
党
・
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第2回定例会は、6月8日から１７日まで開催します。
会 派 別 議 員 名 簿議 会 の 構 成 平成１７年５月２６日現在

会派内氏名は５０音順

岩本 �昌副議長菅沼つとむ議 長
（公 明）（自 民）

閉会中に開催された委員会
４月１５日（金） 議会運営委員会
１８日（月） 特別委員会（公共交通機関対策等）
２１日（木） 常任委員会（企画総務、区民生活、文教）
２２日（金） 常任委員会（福祉保健、都市整備）
２８日（木） 特別委員会（清掃・リサイクル対策）

５月１１日（水） 常任委員会（企画総務）、議会運営委員会

会期中の主な会議日程
５月１６日（月） 本会議（議案の付託、議案の議決）、議会運営委員会
１７日（火） 常任委員会（企画総務、福祉保健）
２０日（金） 本会議（議案の議決、請願の付

託、正副議長の選挙）、常任委
員会（企画総務、区民生活、福
祉保健、都市整備、文教）、議会
運営委員会、特別委員会（地方分
権・庁舎問題等対策、オウム問
題・災害・防犯対策、清掃・リサイ
クル対策、公共交通機関対策等）

本
紙
に
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載
さ
れ
た
議
案
な
ど
の
詳
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い
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容
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り
に
な
り
た
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方
は
、会
議
録（
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月
上
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定
）

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
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お
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は
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区
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図
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館
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セ
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所
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所
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で
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す
。

古紙配合率１００%再生紙を使用しています。

委 員 会
◎大場 康宣（自 民） 原田 正幸（自 民） 長谷川義樹（公 明）

○田中 優子（政 策） あべ 力也（区民連） 岸 武志（共 産）

川上 和彦（自 民） 山木きょう子（区民連） 下条 忠雄（反政党）

新田 勝己（自 民） 佐藤 弘人（公 明）

◎西崎 光子（区民連） 菅沼つとむ（自 民） 諸星 養一（公 明）

○中里 光夫（共 産） 竹村 津絵（区民連） 小泉たま子（政 策）

赤沢 雅彦（自 民） 山口 拓（区民連）

宍戸 教男（自 民） 岩本 �昌（公 明）

◎板井 斎（公 明） 畠山 晋一（自 民） 大庭 正明（政 策）

○桜井 征夫（区民連） すがややすこ（区民連） 里吉 ゆみ（共 産）

石塚 一信（自 民） 飯塚 和道（公 明）

五十畑孝司（自 民） 栗林のり子（公 明）

◎羽田 圭二（区民連） 関口 太一（区民連） 木下 泰之（無党派）

○下山 芳男（自 民） 吉田 恵子（区民連） 上島よしもり（新保守）

小畑 敏雄（自 民） 市川 康憲（公 明）

鈴木 昌二（自 民） 高橋 昭彦（公 明）

◎新川 勝二（自 民） 稲垣まさよし（区民連） 上川 あや（ 虹 ）

○富永 早苗（政 策） 桜井 純子（区民連） 青空こうじ（無所属）

平山 八郎（自 民） 谷 逸子（公 明）

山内 彰（自 民） 増田 信之（公 明）

◎山内 彰（自 民） 畠山 晋一（自 民） 増田 信之（公 明）

○市川 康憲（公 明） あべ 力也（区民連） 大庭 正明（政 策）

川上 和彦（自 民） 羽田 圭二（区民連） 中里 光夫（共 産）

小畑 敏雄（自 民） 山木きょう子（区民連）

宍戸 教男（自 民） 板井 斎（公 明）

◎五十畑孝司（自 民） 桜井 征夫（区民連） 諸星 養一（公 明）

○小泉たま子（政 策） すがややすこ（区民連） 中里 光夫（共 産）

赤沢 雅彦（自 民） 西崎 光子（区民連） 上島よしもり（新保守）

小畑 敏雄（自 民） 栗林のり子（公 明）

原田 正幸（自 民） 高橋 昭彦（公 明）

◎鈴木 昌二（自 民） 山口 拓（区民連） 里吉 ゆみ（共 産）

○山木きょう子（区民連） 吉田 恵子（区民連） 上川 あや（ 虹 ）

川上 和彦（自 民） 市川 康憲（公 明） 青空こうじ（無所属）

新川 勝二（自 民） 岩本 �昌（公 明）

山内 彰（自 民） 田中 優子（政 策）

◎稲垣まさよし（区民連） 畠山 晋一（自 民） 大庭 正明（政 策）

○谷 逸子（公 明） 桜井 純子（区民連） 下条 忠雄（反政党）

大場 康宣（自 民） 羽田 圭二（区民連）

下山 芳男（自 民） 飯塚 和道（公 明）

新田 勝己（自 民） 増田 信之（公 明）

◎長谷川義樹（公 明） 平山 八郎（自 民） 富永 早苗（政 策）

○あべ 力也（区民連） 関口 太一（区民連） 岸 武志（共 産）

石塚 一信（自 民） 竹村 津絵（区民連） 木下 泰之（無党派）

宍戸 教男（自 民） 板井 斎（公 明）

菅沼つとむ（自 民） 佐藤 弘人（公 明）
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電話番号
自 由 民 主 党 世 田 谷 区 議 団（１６人）

５７２７‐３３４１
３３２２‐４４７２
３４２９‐０２３８
５４８６‐６８００
５３８４‐５１８２
３４８４‐８８４８
３３２３‐７２２３
３４１８‐２８６９
３４２９‐５６５０
３４２８‐２１６１
３７０９‐３４２２
５７０６‐８４８７
３４６６‐７００５
３７２０‐２５７６
３４８２‐５７００
３４１１‐１４８８

民主党・生活者ネット・社民党世田谷区民連合（１２人）
５４９１‐８２１８
５７５８‐７４００
３３２６‐９６６５
３４２６‐７２９１
３３０５‐５２７１
５７０６‐１６６４
３７０３‐０４５１
３７４９‐０３７７
３７０２‐３５５０
５７１２‐３２４５
３４８７‐５５２２
５４３０‐９６９９

公 明 党 世 田 谷 区 議 団（１１人）
３４１０‐２７５７
３７０４‐８４０５
３７０４‐８０９５
３３０９‐２８３２
３４８３‐８７６１
３４８２‐７７３２
３３２７‐０４４３
３７９５‐０４３０
３４２０‐８７９２
５３７６‐９７１１
３４２６‐７１９７

せ た が や 政 策 会 議（４人）
３３０７‐１１７９
３４１５‐０３０５
３３２２‐８１３１
３４２９‐４４５５

日 本 共 産 党 世 田 谷 区 議 団（３人）
３４１５‐６２４４
３３０９‐３７９２
３７９５‐７０９１

反 政 党 ・ 改 革 派（１人）
３４８２‐００３３

無 党 派 市 民（１人）
５３５５‐１２８３

新 保 守（１人）
５４３３‐５１６６

レ イ ン ボ ー 世 田 谷（１人）
３４３９‐３３８４

無 所 属（１人）
３４８５‐２７２６

住 所

砧 ３‐１７‐６‐２０４
赤 堤５‐３０‐１２
経 堂１‐１１‐４五十畑ビル５０１
上 馬２‐１‐７
北烏山６‐１８‐１７‐３０３
成 城４‐１９‐７
松 原３‐２９‐１８
上 馬４‐２‐５
上 馬５‐１９‐１６‐３０１
桜新町１‐１４‐１８
瀬 田４‐７‐１１‐６０６
等々力５‐２５‐１６‐２０２
大 原１‐１６‐３
奥 沢３‐１２‐７
祖師谷５‐３‐２
池 尻４‐２９‐１８

岡 本３‐１８‐２２‐１０３
玉川台２‐１１‐１３‐４０５
上祖師谷５‐２０‐５
経 堂４‐３４‐１６‐３２５
上祖師谷２‐３３‐７‐１０６
等々力６‐６‐１‐３０３
中 町４‐１‐８
砧 ６‐２０‐１８‐２１４
野 毛３‐１４‐１‐３０６
下 馬１‐２９‐６
太子堂３‐１８‐３パールフォレスト１F
駒 沢２‐１８‐４‐２０１

下 馬５‐７‐６
玉 堤１‐１６‐２８
等々力７‐２４‐１５
南烏山３‐１９‐１９
成 城９‐３１‐２０
千歳台３‐２１‐１４
赤 堤２‐３０‐１２
若 林４‐１‐９‐２０２
世田谷１‐３９‐７
大 原２‐２１‐２
弦 巻１‐２８‐１８

粕 谷３‐１５‐３
宇奈根３‐１４‐２８
松 原４‐３４‐２０‐３０９
世田谷３‐１６‐１６

喜多見４‐２８‐１９喜多見コーポ２０１
粕 谷３‐２６‐１６
代 田５‐３‐１３泰明荘

千歳台２‐１４‐１５

代 田４‐２４‐１５‐１０２

駒 沢１‐２‐７

宮 坂２‐８‐２

大 原１‐１３‐７

〒

１５７‐００７３
１５６‐００４４
１５６‐００５２
１５４‐００１１
１５７‐００６１
１５７‐００６６
１５６‐００４３
１５４‐００１１
１５４‐００１１
１５４‐００１５
１５８‐００９５
１５８‐００８２
１５６‐００４１
１５８‐００８３
１５７‐００７２
１５４‐０００１

１５７‐００７６
１５８‐００９６
１５７‐００６５
１５６‐００５２
１５７‐００６５
１５８‐００８２
１５８‐００９１
１５７‐００７３
１５８‐００９２
１５４‐０００２
１５４‐０００４
１５４‐００１２

１５４‐０００２
１５８‐００８７
１５８‐００８２
１５７‐００６２
１５７‐００６６
１５７‐００７１
１５６‐００４４
１５４‐００２３
１５４‐００１７
１５６‐００４１
１５４‐００１６

１５７‐００６３
１５７‐００６８
１５６‐００４３
１５４‐００１７

１５７‐００６７
１５７‐００６３
１５５‐００３３

１５７‐００７１

１５５‐００３３

１５４‐００１２

１５６‐００５１

１５６‐００４１

氏 名

赤 沢 雅 彦
石 塚 一 信
五十畑 孝 司
大 場 康 宣
川 上 和 彦
小 畑 敏 雄
宍 戸 教 男
下 山 芳 男
新 川 勝 二
菅 沼 つとむ
鈴 木 昌 二
新 田 勝 己
畠 山 晋 一
原 田 正 幸
平 山 八 郎
山 内 彰

あ べ 力 也
稲 垣 まさよし
桜 井 純 子
桜 井 征 夫
すがや やすこ
関 口 太 一
竹 村 津 絵
西 崎 光 子
羽 田 圭 二
山 木 きょう子
山 口 拓
吉 田 恵 子

飯 塚 和 道
板 井 斎
市 川 康 憲
岩 本 � 昌
栗 林 のり子
佐 藤 弘 人
高 橋 昭 彦
谷 逸 子
長谷川 義 樹
増 田 信 之
諸 星 養 一

大 庭 正 明
小 泉 たま子
田 中 優 子
富 永 早 苗

岸 武 志
里 吉 ゆ み
中 里 光 夫

下 条 忠 雄

木 下 泰 之

上 島 よしもり

上 川 あ や

青 空 こうじ

誌

◎＝委 員 長

○＝副委員長

日会議
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